
13:30 開講挨拶

経済産業省　令和4年度 高等教育機関における共同講座創造支援事業費補助金事業

11.1311.13
13:00受付開始13:00受付開始

13:30∼16:0013:30∼16:00

参加無料参加無料

⽉

13:45 講義 及び 質疑応答

15:55 閉会挨拶

先着順

主催 supported by

シンポジウムについて
　この度、新潟大学医学部教授を中心とした指導陣による「次世代健康経営共
創講座」を開講することになりました。本講座は、新潟県内の企業担当者及び
大学生を対象に、「医科学的エビデンスに基づいた健康経営を実践できる人材
育成」を目的としております。
　本講座の開講にあたり、趣旨・概要の説明と参加企業の健康経営の普及啓発
を図るため、初回講義を記念シンポジウムとして開催することになりました。
シンポジウムのみのご参加も可能ですので、是非ご参加ください。

会場

新潟大学医学部　有壬記念館
２階大会議室

※お車でお越しの方は、近隣のコインパーキングをご利用ください。
（新潟市中央区旭町1-757）

プログラム

講師

次世代健康経営共創講座次世代健康経営共創講座
開講記念シンポジウム開講記念シンポジウム

新潟⼤学による

なぜ大学医学部が
「健康経営」講座を

設置したのか
曽根　博仁

新潟大学大学院　医歯学総合研究科
血液・内分泌・代謝内科学分野　教授

国立大学法人 新潟大学 理事･副学長　川端 和重 氏
新潟県副知事　橋本 憲次郎 氏
新潟経済同友会 副代表幹事　野沢 慎吾 氏

下記参照

2023年度の健康経営申請状況と
2024年度の健康経営施策の

展望について
橋本　泰輔

経済産業省　商務・サービスグループ
ヘルスケア産業課　課長

健康経営の国際規格化を
踏まえた今後の展望

浅野　健一郎
(一社)　社会的健康戦略研究所　代表理事

新潟大学　特命教授

新潟県の
健康経営制度の紹介

富山　順子
新潟県福祉保健部

健康づくり支援課　課長

新潟県の健康経営推進が
もたらす効果と期待

（パネルディスカッション）
木村　大地

株式会社アイセック　代表取締役CEO

受講対象

新潟県内企業担当者 及び 大学生
※参加コースが３パターンございますので、裏面をご覧ください。
※本講座の内容は、お勤め先の企業が本講座への参加を承認されていることを前提と
　したものになっています。



【窓口】株式会社アイセック 025-378-8858 support@iseq.co.jp

11月13日（月） 表面参照

1月中旬
「我が国の社会保障制度及び保険制度」　　　　　　社会保険診療報酬支払基金　公益代表理事　播磨俊郎
「保険者の推進するデータヘルスと今後の方向性」　健康保険組合連合会　組合サポート部長　小松原祐介
「2024年秋のISO国際規格化について」　　　　   　一般社団法人 社会的健康戦略研究所　代表理事　浅野健一郎

参加方法：現地参加

1月下旬
「労働生産人口と経済成長について」　　　　　　　新潟大学の教授陣等
「キャリアプランの立て方、働き方の多様化」　　　新潟大学の教授陣等

参加方法：現地参加

12月上旬
「健康経営の制度、評価指標の設定」　　　　　   　産業医科大学 産業保健経営学　准教授　永田智久
「人的資本とエンゲイジメント」                           　慶應義塾大学 総合政策学部　教授　島津明人

参加方法：現地参加

1月～2月
各論「生活習慣病･動脈硬化疾患･メタボリックシンドローム、健康診断･人間ドックの重要性、がん、たばこ、飲酒、

参加方法：Eラーニング

                 睡眠、メンタルヘルス、復職支援･過重労働対策･両立支援、フレイル・高齢者雇用、予防歯科、食事、運動、
                 女性の健康、等」                          　　　　　新潟大学の教授陣等

講義

お申込み
お問合せ

　健康経営の重要性は浸透しつつありますが、具体的かつ実効性のある取組をするための専門人材育成が困難であったり、従業員の健康リテラシーに
差があったりすることから、従業員に健康経営の取り組みが定着しない等、健康経営の推進には多数の壁が存在しているのが現状です。また、社会人
が自身の健康・健康経営に関する学びの場や、情報共有の場が極めて少ない状況です。
　したがって、本講座では、今も健康経営推進に尽力されている担当者や次世代を担う若い世代を対象に、無料で健康経営担当者や新潟大学医学部
教授を中心とした指導陣による講義やワークショップ等を行います。さらに、希望制で健康経営推進企業への訪問（1DAYインターンシップ）を企画し
ております。これにより、他社の現場を知ることも可能です。
　本講座で、個人が若い時から医科学的エビデンスによる知識や行動力を習得し、自社で効果的な健康経営の推進に寄与、そして高齢になっても元気
で活躍することを目指します。

受講無料

修了認定について

本講座の受講を希望される方は、11月９日（木）までに、下記QRコードまたは
URLからお申込みください。
（開講記念シンポジウムの出欠もこちらのフォームから承ります。）

コンソーシアム企業

シンポジウム後援 健保連新潟連合会

1月上旬
「健康支援に資する健康保険組合の取り組み」　　　日本産業保健師会　副会長　冨山紀代美
「健康経営関連資格講座」　　　　　   　　　　　　東京商工会議所　東京都事業承継支援センター長　藤田善三

参加方法：現地参加

　11月13日（月）を初回講義とし、令和6年2月までの間にワークショップを取り入れた講義を全30コマ受講していただきます。予定している内容は
以下の通りです。（11月下旬以降の日程や会場は、本講座にお申し込みいただいた方にご連絡させていただきます。）

https://questant.jp/q/iSEQ-health

参加コースについて
　本講座への参加コースとして、下記の３パターンございます。なお、大学生の方は、下記②または③をご選択ください。
　　①開講記念シンポジウム以降の全ての講義にも参加し、修了認定を希望する
　　　※登録条件として、全講義のうち8割以上の出席と各講義後にレポート提出が必要になります。
　　②開講記念シンポジウム以降の全ての講義にも参加するが、修了認定は不要
　　　※登録条件はございませんが、修了認定はされませんので、ご注意ください。
　　③開講記念シンポジウムのみ参加し、修了認定は不要
　　　※開講記念シンポジウムのみ参加いただきます。登録条件はございませんが、修了認定はされませんので、ご注意ください。

修了認定されるための条件として、「全講義のうち8割以上の参加及び各講義後にレポート提出」が必要となります。
修了時には、事務局から修了証が発行されます。

本講座について


